
地方創生SDGs官民連携プラットフォーム(ウェブサイト)を活用した
地域課題解決の具体行動

2022年3月10日



本日の内容

1. 地方創生SDGs官民連携プラットフォームとマッチング支援の概要

2. プラットフォームウェブサイトのリニューアル内容

3. 地域課題解決に向けたウェブサイトの活用方法
(地方公共団体会員向けと、民間団体会員向け）

4. 質疑応答 マッチング支援や、
ウェブサイトの機能等、

各種ご質問は
随時チャットに入力ください



1-1. 地方創生SDGs官民連携プラットフォームの概要

官民連携による具体的プロジェクトの創出

SDGsの達成と持続可能なまちづくりによる
地方創生の実現

1. マッチング支援：実現したいゴール、解決したい課題、ノウハウなどの知見を共有し、会員同士の連携を創出

2. 分科会開催：会員提案による分科会設置、課題解決に向けたプロジェクトの創出等

3. 普及促進活動：プラットフォームロゴによるPR、国際フォーラムの開催、メールマガジン発信、後援名義発出、官民連携事例収集等

活動内容

地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム会員数は6,354団体
【会員内訳】
１号会員（地方公共団体） ・・・1,048団体(全自治体の58.6%が加入)
２号会員（関係省庁） ・・・ 16団体
３号会員（民間企業等） ・・・5,290団体

プラットフォーム会員数（2022年2月28日時点）
会 長：北橋 健治 北九州市長

副会長：中山 譲治 一般社団法人日本経済団体連合会 企業行動・ＳＤＧｓ委員長

幹 事：村上 周三 一般財団法人建築環境・省エネルギー機構 理事長

幹 事：蟹江 憲史 慶應義塾大学SFC研究所xSDG・ラボ 慶應義塾大学大学院政策 メディア研究科教授

幹 事：関 幸子 株式会社ローカルファースト研究所 代表取締役

幹 事：薗田 綾子 株式会社クレアン 代表取締役

プラットフォーム役員

内閣府では、地方創生ＳＤＧｓの推進に当たっては、官と民が連携して取り組むことが重要との観点から、地域経済に新た
な付加価値を生み出す企業・専門性をもったＮＧＯ・ＮＰＯ・大学・研究機関など、広範なステークホルダー間とのパートナー
シップを深める官民連携の場として、2018年８月31日に地方創生SDGs官民連携プラットフォームを設置した。

自治体 民間
団体等



1-2. プラットフォーム上でのマッチング支援について
 会員の実現したいゴール、解決したい課題、ノウハウなどの知見の共有を進めるために、プラットフォーム
が情報共有の基盤となり、官民（官同士、民同士もあり）連携の創出を運営事務局が支援する。

プラットフォーム運営事務局
支援

プラットフォームのマッチング支援

会員データベース
の閲覧・利用

会員の持つ課題や
目標、ノウハウ等
の共有

マッチング
システムの活用
具体的な課題や取組、
課題解決に向けた提
案を募集・共有

マッチングイベント
の開催

イベントを通じて連携
創出に向けた情報
交換・連携検討

官民連携事例
の共有

会員同士の連携の
参考となる事例の共
有

具体的な連携・
プロジェクトの実施
に向けた検討へ！



2. プラットフォームサイトのリニューアルで、さらに便利に

リニューアル後
（各種課題感に対応）

カテゴリやフリーワードによる
絞り込み検索が可能

提案依頼機能で
直接団体に提案依頼が可能

公開掲示板を使用して質問可能

提案に対する検討状況
が確認可能

課題、団体（会員）、
ソリューションの検索

提案を依頼したい団体への
コンタクト

課題内容への質問

提案の検討状況

○

○

○

○

非公開掲示板で質問可能提案内容への質問 ○

*1 プラットフォーム運営事務局による内容確認及び承認に少々時間を頂く場合があります

リニューアル前
（官民連携における課題感）

会員や課題の一覧はあったが
検索機能はなし

団体HPを検索し、
直接問い合わせが必要

面談実施までは
質問することができない

（特に民間企業→自治体）

提案に対する検討状況が
リアルタイムで確認しにくい

△
×

×

△

面談まで質問することができない
(特に自治体→民間企業)×

リニューアル前後の主な機能比較

ウェブサイト上でいつでも変更可能、
即日反映

ウェブサイト上で登録後、
当日～翌営業日に反映*1

プロフィールや担当者の変更

ソリューション等情報の反映

○

○

修正はメールによる運営事務局への
連絡が必要

反映されるまで数日を要する

リクエストシートによる提出
課題が反映されるまで数日を要する

△

△

！

！



3-1. 地域課題解決に向けた活用方法

 ウェブサイトへのログイン
→地域課題解決に関する交流の場に参加する

 地域課題の登録
→脱炭素化やデジタル化の推進など先進的な知見やノウハウを
有する民間団体等からアイディアを募る

 課題を検索し、解決案を提案→これまで把握しづらかった地域課題
を知り、行動ができる

全会員共通

地方公共団体会員

民間団体等会員



3-2. 【地方公共団体向け】 マッチングまでの流れ

団体情報を登録します
• 団体の基本情報
• 関心のあるテーマや事例・実績 など
※登録内容が会員検索時のキーワードになります

解決したい地域課題を登録します
運営事務局の確認・承認後、サイト上に掲載されます

団体プロフィールの登録

検討結果（意見交換希望/見送り）や連絡先などを入力し、
提案団体へ回答します

提案に対し回答する

提案を検討している企業等から、
課題について質問が来る場合があります
掲示板は全会員に公開されます
掲示板機能は無効化・有効化することが可能です

公開掲示板の活用
地域課題の登録(旧ﾘｸｴｽﾄｼｰﾄ)

地方公共団体

民間団体等から、提案が届きます
提案内容はサイト上で閲覧可能です

提案を受ける

提案団体に対して提案内容に関する不明点の確
認など、個別のやりとりが可能です
(非公開掲示板は地方公共団体から連絡しない
限り利用できません)

非公開掲示板の活用

主なマッチング機能

現在の取組課題と今後取り組みたい
課題を分けて登録できるようになりました

項目を入力していただくことで、検索されやすくなりま
すので、

登録内容を見直していただくことをお勧めします

画面デモ1



3-3. 【民間団体等向け】 マッチングまでの流れ

団体プロフィールの登録

地域課題の検索

課題解決への提案
(旧提案シート)

非公開掲示板の活用

民間団体等

団体情報を登録します
• 団体の基本情報
• 関心テーマや事例・実績 など
※登録内容が会員検索時のキーワードになります

見つけた地域課題に対し解決方法を提案します
運営事務局の確認・承認後、課題主（提案先）へが提案内容が
届きます

課題のカテゴリーやフリーワード検索等、
ご関心に沿った条件で絞り込み、サイト上に掲載される課題を
検索可能です

課題主（提案先）より、提案内容に関する質問
が届くことがあります
(非公開掲示板は課題主から連絡がない限り利用
できません)

課題について不明点がある場合、公開掲示板で課
題主の団体へ質問投稿が可能です
掲示板は全会員に公開されます
※課題主により機能が無効化されている場合があ
ります

公開掲示板の活用

提案結果の確認
課題主からの検討結果（意見交換希望/見送り）や
連絡先情報を受け取ります

主なマッチング機能

団体規模（社員数）や所在地、実績などの
項目が増えました

項目を入力していただくことで、検索されやすくなり
ますので、登録内容を見直していただくことをお勧め

します

画面デモ1

画面デモ2



【再掲】 地域課題解決に向けた活用方法

 ウェブサイトへのログイン
→地域課題解決に関する交流の場に参加する

 地域課題の登録
→脱炭素化やデジタル化の推進など先進的な知見やノウハウを
有する民間団体等からアイディアを募る

 課題を検索し、解決案を提案
→これまで把握しづらかった地域課題を知り、行動ができる

全会員共通

地方公共団体会員

民間団体等会員

まずは、民間のアイディア
を活用する第一歩

自社の営業ありきでなく、
相手には真摯な提案を



本日の内容

1. 地方創生SDGs官民連携プラットフォームとマッチング支援の概要

2. プラットフォームウェブサイトのリニューアル内容

3. 地域課題解決に向けたウェブサイトの活用方法

4. 質疑応答 マッチング支援や、
ウェブサイトの機能等、

各種ご質問は
随時チャットに入力ください
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